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簠
簋
抄
を
修
訂
す
る
・
続
考

渡　

辺　

守　

邦

は
じ
め
に

『
簠
簋
抄
』は
陰
陽
師
阿
倍
の
晴
明
を
狐
の
子
と
す
る〈
し
の
だ
妻
〉

説
話
の
源
泉
と
し
て
演
劇
研
究
者
の
間
で
知
ら
れ
る
が
、
本
来
は
暦

学
書
『
簠
簋
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
中
世
に
ま
と
め
ら
れ
た
『
古
今

集
』
あ
る
い
は
『
法
華
経
』
な
ど
の
注
釈
書
は
説
話
や
和
歌
・
こ
と

わ
ざ
な
ど
を
多
用
し
て
達
意
を
計
ろ
う
と
す
る
が
『
簠
簋
抄
』
も
ま

た
例
外
で
な
く
、
竜
宮
で
得
た
霊
薬
に
よ
っ
て
鳥
語
を
解
す
る
〈
聞

き
耳
〉
や
和
漢
の
力
自
慢
が
争
っ
て
共
倒
れ
に
な
る
〈
仁
王
と
賀
王
〉

な
ど
有
名
な
昔
話
の
利
用
が
見
ら
れ
た
り
す
る
。

『
簠
簋
抄
』
に
は
古
い
伝
本
が
な
く
寛
永
初
年
の
刊
本
が
溯
り
得

る
最
古
の
例
と
な
る
。
寛
永
四
年
刊
古
活
字
版
、無
刊
記
古
活
字
版
、

同
六
年
刊
整
版
の
三
種
が
踵
を
接
し
て
出
版
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三
種
を
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
呼
ぶ
と
き
、
Ｂ
本
は
半
丁
を

一
一
行
で
組
む
Ａ
本
を
一
二
行
に
組
み
直
し
た
も
の
、
Ｃ
本
は
Ｂ
本

を
板
下
に
ル
ビ
・
返
り
点
な
ど
を
挿
入
し
た
覆
刻
加
点
整
板
で
あ
っ

て
三
本
の
本
文
に
大
き
な
出
入
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
表
記

に
関
し
て
Ａ
本
は
き
わ
め
て
自
由
奔
放
で
あ
り
、
正
字
と
異
体
字
と

の
混
用
、
あ
る
い
は
少
異
字
の
安
易
な
利
用
が
目
立
つ
。
そ
の
種
の

奇
妙
な
表
記
が
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
よ
っ
て
指
摘
修
正
さ
れ
て
今
日
見
る

『
簠
簋
抄
』
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
修
訂
の
実
体
を
前
稿

（
注
１
）

で
検
証
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
関
係
者
の
努
力
に

も
か
か
わ
ら
ず
、い
ま
だ
完
璧
と
評
す
る
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
い
。

本
稿
は
Ａ
本
の
奇
妙
な
表
記
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
め
て

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
よ
る
修
訂
の
原
理
を
析
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
方

法
を
援
用
し
て
修
訂
作
業
を
さ
ら
に
進
め
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
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あ
る
。

　
　
　
　
　
　

※

『
簠
簋
抄
』
は
第
一
冊
の
冒
頭
に
「
由
来
の
章
」
と
で
も
名
付
け

る
べ
き
章
を
設
け
て
、
暦
学
の
秘
書
「
簠
簋
」
す
な
わ
ち
「
金
烏
玉

兔
集
」
の
伝
来
に
清
明
が
い
か
に
関
わ
っ
た
か
を
物
語
る
。
常
陸
国

猫
嶋
生
ま
れ
の
童
子
が
時
の
帝
の
重
病
を
救
い
清
明
の
名
乗
り
を
賜

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
た
り
を
適
宜
句
読
点
を
補
い
な
が
ら
Ａ
本

に
従
っ
て
引
用
し
て
み
る
。

折
節
清
明
ノ
比
ナ
ル
故
、
彼
愽
士
ヲ
淸
明
ト
倫

（
マ
マ
）言
有
ニ
依
テ
即

愽
士
ノ
名
ヲ
淸
明
ト
号
也
。
淸
明
ト
ハ
三
月
ノ
節
名
也
…
…

子
々

々
淸
明
ト
名
乗
テ
…
…
彼
淸
明
カ
母
ハ
化
來
ノ
人
也

…
…
今
ノ
淸
明
誕
生
有
…
…
故
ニ
淸
明
上
落（

マ
マ
）ノ
砌
…
…
淸
明
者

愽
士
一
道
自
然
智
ニ
シ
テ
天
下
ニ
名
ヲ
馳
ス
ト
云

云
。
清
明

山
ノ
坂
本
ニ
居
住
シ
テ
…
…
清
明
者
吾
カ
身
上
ヲ
毎
日
占
テ

…
…
清
明
カ
ヨ
シ
ヲ
問
。
市
人
ノ
云
、清
明
此
廾
日
自
以
前（
上

７
ウ（

注
２
））

こ
の
先
さ
ら
に
内
裏
の
白
洲
に
於
け
る
薩
摩
の
道
満
と
の
智
慧
比
べ

へ
と
続
く
の
で
あ
る
が
煩
を
厭
っ
て
略
す
。

こ
こ
に
登
場
し
た
清
明
は
大
膳
大
夫
安
倍
益
材
の
子
、
従
四
位
下

穀
倉
院
別
当
天
文
博
士
安
倍
晴
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
物
語
や
演
劇

の
世
界
の
常
と
し
て
、
二
十
四
節
気
の
う
ち
三
月
の
節
に
因
む
と
い

う
清
明
の
字
が
当
て
ら
れ
る
。

右
の
引
用
は
諱
の
拝
領
か
ら
道
満
の
上
洛
ま
で
を
圧
縮
し
た
も
の

で
、
原
文
で
は
二
丁
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
る
が
、
そ
の
間
に
清
明

の
名
が
十
数
回
繰
り
返
さ
れ
る
。
ヒ
ー
ロ
ー
の
紹
介
ゆ
え
頻
度
の
増

す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
納
得
す
る
が
、「
清
・
淸
」
の
混

用
が
煩
わ
し
く
、
ま
た
こ
の
二
字
に
い
か
ば
か
り
の
違
い
を
託
し
て

い
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
。
因
み
に
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
も
右
の
す
べ
て

を
「
清
明
」
に
統
一
し
て
例
外
は
な
い
。

Ａ
本
に
は
こ
れ
に
類
す
る
不
思
議
な
あ
る
い
は
奇
妙
な
表
記
、
表

現
が
目
立
つ
。
い
ま
、
任
意
の
一
丁
（
上
冊
第
八
丁
）
を
限
っ
て
、
混

乱
と
も
評
す
べ
き
表
記
を
指
摘
し
て
み
る
と
、
こ
ん
な
風
に
な
っ
た
。

①�

其
末
―

　

仁
王
七
十
四
代
鳥
羽
院
ノ
御
時
代
ヨ
リ
《
Ｂ
本
・

Ｃ
本
に
「
孫
・
仁
」
※
運
歩
に（
注
３
）「
人
皇ワ
ウ

」

②
―
化

來
ノ
人
《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
權
」》

③
―
ク
ハ
尋
ネ
來
テ
見
ヨ
《
三
本
に
「

」》

④
シ
ノ
タ
ノ
森
ノ
ウ
ラ
ミ
葛
ノ
乘
《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
葉
」》

⑤
―
消
様
ニ
失
ニ
ケ
リ
《
三
本
に
「

」》

⑥
清
明
上
落
ノ
砌
《
三
本
に
「
落
」》

⑦
母
ノ
檨
子
ヲ
祈
精
ス
レ
ハ
《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
誓
」》

⑧
古
老
經
タ
ル
―
ネ
一
疋
《
三
本
に
「

」》

引
用
に
当
り
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
復
元
す
る
よ
う
に
努
め
て
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み
た
。

ま
ず
最
初
に
、
不
審
あ
る
い
は
不
思
議
と
思
わ
れ
る
表
記
を
抜
出

し
た
こ
の
表
か
ら
除
外
し
て
お
く
べ
き
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
⑧
の

「
祈
精
」。
こ
れ
は
信
田
の
森
へ
赴
い
た
清
明
が
社
頭
に
祈
り
を
捧
げ

る
場
面
で
あ
る
が
、
他
に
も
、

此
度
他
國
ノ
命
終
遁
給
ヘ
ト
祈
精
不
淺
シ
テ
（
上
４
オ
）《
Ｂ
本

に
「
祈
誓
」。
Ｃ
本
に
「
祈キ

誓セ
イ

」》

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
遣
唐
使
吉
備
大
臣
が
無
事
の
帰
国
を
長
谷
の

観
音
に
祈
る
場
面
で
あ
が
、
両
例
と
も
Ｂ
本
に
「
祈
誓
」
と
改
め
、

Ｃ
本
も
こ
れ
に
従
う
。
し
か
し
「
祈
精
」
を
誤
植
と
す
る
の
は
適
切

で
な
い
。
易
林
節
用
に
「
祈
誓　

キ
セ
イ
」「
祈
精　

キ
セ
イ
」「
祈

請　

キ
セ
イ
」
と
多
様
な
当
て
方
を
容
認
す
る
そ
の
一
つ
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
⑦
の
「
上
落
」
も
ま
た
同
じ
。
こ
の

表
記
は
節
用
集
の
採
録
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
も
の
の
、
室
町
期
の

文
献
に
実
例
と
し
て
は
し
ば
し
ば
見
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
近
世
初

頭
に
至
る
ま
で
堂
々
と
罷
り
通
っ
た
〈
誤
り
〉
で
あ
る
。

残
り
に
つ
い
て
は
、
不
思
議
・
不
審
の
種
類
の
違
い
に
よ
り
、
い

く
つ
か
の
固
ま
り
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
第

一
は
単
純
な
誤
植
。
①「
仁
王
七
十
四
代
鳥
羽
院
」あ
る
い
は
⑤「
シ

ノ
タ
ノ
森
ノ
ウ
ラ
ミ
葛
ノ
乘
」
等
で
あ
る
。
第
二
は
異
体
字
の
サ
ー

ク
ル
で
①「
末
―

 

」、②「

 

―

 

」が
一
固
ま
り
を
な
す
。
そ
れ
ぞ
れ「
孫
」

「
権
」
の
異
体
字
で
あ
る
。
異
体
字
は
そ
れ
自
体
が
不
思
議
で
も
不

審
で
も
な
い
が
、
Ａ
本
の
場
合
、
問
題
を
他
の
ペ
ー
ジ
に
ま
で
広
げ

る
と
、「
答
・
荅
」「
役
・
伇
」「
逃
・
迯
」「
勅
・
勑
」「
土
・
圡
」「
鶴
・

靎
」
な
ど
と
異
体
字
と
正
字
と
の
併
用
が
目
立
ち
、「
兔
・
兎
・

・
菟
」、「
到
・
致
・

〕」
と
複
数
の
混
用
さ
え
出
現
す
る
。
こ
の

傾
向
も
不
思
議
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
正
字
か
ら
点
画
を
端
折
っ
た
奇
妙
な
字
体
が
あ
っ
て
一

群
を
な
す
。
④
「
―

 

」、
⑥
「
―
」、
⑨
「
―

 

」
な
ど
で
あ
る
。
端
折

る
と
は
、
た
と
え
ば
④
を
例
に
と
れ
ば
、「
戀
」
と
い
う
字
を
形
成

す
る
「
糸4

し
糸4

し
と
言4

う
心4

」
と
い
う
〈
パ
ー
ツ
〉
の
う
ち
「
糸
」

が
「
幺
」
で
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
発
の
ミ
ス
で
は
な
く
、

暮
ノ
思
ニ
更
ニ
不
願
人
無
之
（
上
９
ウ
）

而
ニ
神
宮
后
宮
ヲ
奉
見

暮
ス
（
中
42
ウ
）

と
熟
語
に
も
及
ぶ
。
玉
藻
の
前
の
美
し
さ
に
万
民
が
魅
了
さ
れ
た
と

い
う
箇
所
と
干
珠
満
珠
を
持
参
し
た
竜
宮
の
使
者
が
あ
ろ
う
こ
と
か

神
宮
后
宮
（
神
功
皇
后
）
に
一
目
惚
れ
し
た
と
い
う
箇
所
と
で
あ
る
。

こ
の
「
糸
」
を
「
幺
」
で
済
ま
せ
る
省
エ
ネ
は
「
戀
」
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、第

四
ノ
八
獄
―
神
ニ
當
ト
云
也
（
中
18
ウ
）《
Ｂ
本
に
「
率
」。

Ｃ
本
に
「
率ソ
ツ

」》

と
「
卛
」
に
も
波
及
す
る
。
そ
の
数
は
右
の
引
用
を
加
え
て
都
合
五

例
、
そ
の
全
て
を
「

」
と
し
て
「

」
に
同
調
す
る
。
こ
の
趨
勢

は
さ
ら
に
、
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圑
―
ト
者
、已
上
ニ
未
開
空
劫
ノ
事
ヲ
云
也
（
中
１
オ
）《
Ｂ
本

に
「
圝
」。
Ｃ
本
に
「
圝ラ

ン

」》

と
い
う
お
ま
け
を
伴
い
、

悉
東
國
ノ
―

 

ヲ
退
治
シ
給
也
（
中
45
ウ
）《
Ｂ
本
に
「
蠻
」。

Ｃ
本
に
「
蠻ヱ
ビ
ス」》

と
い
う
お
土
産
が
付
く
。
た
だ
し
、
同
じ
く
「
戀
」
と
ツ
ク
リ
を
共

有
す
る
「
變
」
は
全
て
の
用
例
を
本
字
で
表
記
す
る
。

⑨
「

」
も
「
瓜
」
が
一
画
足
り
な
い
。『
簠
簋
抄
』
で
は
狐
は

人
気
の
あ
る
動
物
で
登
場
回
数
も
掲
出
の
例
を
含
め
て
一
〇
例
に
達

す
る
が
、
す
べ
て
ツ
ク
リ
を
「
爪
」
と
す
る
。
別
に
異
体
字
を
当
て

る
例
が
一
箇
所
あ
る
が
、
こ
れ
も
義
理
堅
く
、

彼
―
殺
シ
ツ
ル
後
血
カ
那
湏
野
ノ
原
ニ
コ
ホ
レ
テ
（
上
13
オ
）

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
ツ
ク
リ
を
「
爪
」
に
す
る
。
さ
ら
に
捜
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
次
の
例
が
見
つ
か
っ
た
。

鱞
寡
―
獨
ト
者
…
…
―
ハ
ミ
ナ
シ
コ
親
ナ
キ
者
（
上
序
８
ウ
）

《
Ｂ
本
に
「
孤
・
孤
」。
Ｃ
本
に
「
孤コ

・
孤
」》

も
う
一
つ
⑥
「

」
が
残
っ
た
が
、
こ
れ
を
③
や
⑨
と
同
日
に
論

じ
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
あ
る
。
Ｃ
本
に
「

カ
キ

消ケ
ス

様
ニ
」
と
ル
ビ

を
振
る
が
、
こ
れ
は
「

」
を
〈
パ
ー
ツ
〉
が
欠
け
て
空
洞
化
し
た

「
攫
」
字
と
理
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
「
攫カ

キ

消ケ
ス

」
で
は
重

箱
読
み
に
な
っ
て
不
自
然
さ
が
残
る
。「
掻
攫
ふ
」の
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
発
す
る
単
な
る
誤
植
か
も
し
れ
な
い
。

Ａ
本
に
お
い
て
思
い
が
け
な
い
展
開
を
見
せ
た
こ
の
パ
ー
ツ
不
足

の
奇
妙
な
文
字
の
そ
の
後
、
つ
ま
り
Ｂ
本
・
Ｃ
本
の
対
応
や
い
か
に

と
い
え
ば
、

③�

「
―
」
は
全
例
を
〔
幺
〕
の
ま
ま
で
引
き
継
ぐ
が
、
派
生
す

る
「

」「

」
は
「
率
」「
蠻
」
と
通
例
の
字
形
に
修
訂
さ

れ
る
。

⑤�

「
―
」
は
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
こ
の
字
形
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
る
。

⑧�

「
―
」
も
同
じ
く
〔
爪
〕
の
ま
ま
の
字
体
が
引
き
継
が
れ
、 

「

」「

」
は
正
字
に
も
ど
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
規
律
に
乱
れ
が
生
じ
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
束
が
崩

れ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
②
の
「

」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「

」

は
②
以
外
に
、

清
明
蘇
生
ノ
後

治
シ
給
書
ナ
ル
故
處
々
口
傳
等
有
之
（
上
16

オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
再
」》

と
い
う
用
例
も
あ
る
の
で
「
再
」
の
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

字
形
は
黒
本
節
用
・
天
正
節
用
・
饅
頭
節
用
な
ど
が
「
再
会
」「
再
発
」「
再

興
」
の
「
再
」
に
当
て
る
「

」
に
近
似
す
る
。
ま
た
い
ま
だ
実
例

に
お
目
に
か
か
ら
な
い
が
「
爾
」
の
異
体
字
に
こ
の
字
が
あ
る
と
も

い
う
。
そ
の
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
「
再
」
と
の
関
係
を
認
め
る
こ
と

は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
の
は
Ａ
本
の
第
一
冊
第
八
丁
に
見
る
不
思
議
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な
字
形
や
表
記
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

の
豊
か
さ
と
に
驚
く
も
の
の
、
採
録
を
無
作
為
に
開
い
た
ペ
ー
ジ
に

限
定
し
た
ゆ
え
で
あ
ろ
う
、
少
異
字
と
い
う
不
思
議
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

※

少
異
字
と
は
形
状
の
類
似
し
た
文
字
相
互
の
関
係
を
い
う
が
、
本

稿
で
は
解
釈
を
若
干
拡
大
し
て
、
字
形
の
近
似
に
起
因
す
る
表
記
の

乱
れ
の
意
味
で
使
う
。
前
稿
で
は
Ｂ
本
の
少
異
字
と
し
て
「
・
騒
」

「
焉
・
冩
」「
鍜
・
鍛
」
の
三
例
に
絞
っ
て
採
り
あ
げ
、
検
討
し
た
が
、

例
の
数
が
少
な
く
説
明
も
不
十
分
な
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
こ
こ
に
改

め
て
少
異
字
を
採
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
て
、
何
は
さ
て
お
き
実

例
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

①�

先
此
書
者
…
…
文
殊
結
集
シ
給
ト
可
意
得
者
也
…
…
大
聖
文

珠
ニ
テ
御
座
也
。
彼
文
珠
堂
ニ
テ
此
書
ヲ
皆
文
珠
ヨ
リ
伯
道

相
傳
有
也
。
其
後
共
命
鳥
ヲ
正
文
珠
ヨ
リ
伯
道
ニ
借
給
（
上

１
オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
殊
」》

②�

者
蛙
ヲ
可
欽
ト
ス
。
蛙
者
飲
レ
シ
ト
戰
（
上
７
オ
）《
Ｂ
本

に
「
可
飲
」。
Ｃ
本
に
「
可
レ
飲
」》

③�

千
金
ヲ
午
ニ
取
ル
ト
夢
見
ル
ト
イ
ヘ
共
夢
覺
テ
更
ニ
无
之

（
上
15
オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
手
」》

④�

此
皮
ニ
テ
大
鞁
ヲ
張
リ
二
六
時
中
時
ノ
大
鞁
ヲ
打
セ
給
ヘ

…
…
大
鞁
ノ
打
様
ト
者
（
中
「
七
八
」
オ
）《
三
本
に
「
鞁
」》

⑤�

弓
箭
八
満
ノ
本
地
ハ
阿
弥
陁
、正
八
幡
ノ
本
地
ハ
正
觀
音
也
。

若
宮
八
幡
ノ
本
地
ハ
十
一
面
也
。此
故
ニ
八
幡
ヲ
祭
ニ
ハ（
中

45
オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
幡
」》

少
異
字
は
文
字
の
外
形
の
類
似
に
よ
っ
て
生
じ
る
誤
植
、
誤
写
で
あ

り
、
前
後
の
文
脈
と
微
妙
に
階
調
の
ず
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
つ
か
り

や
す
く
、
ま
た
正
字
を
類
推
し
や
す
い
。
右
の
引
用
に
傍
線
を
付
け

た
箇
所
が
少
異
字
に
よ
る
誤
り
と
思
わ
れ
る
が
④
以
外
は
す
べ
て

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
よ
り
正
解
を
見
抜
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
Ａ
本
の
少
異
字
マ
ジ
ッ
ク
を
見
く
び
っ
て
は
な
ら
な
い
。

次
の
一
文
な
ど
い
か
が
か
。
次
の
例
は
小
空
亡
日
が
凶
日
で
あ
り
行

い
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
由
縁
を
説
く
。
そ
こ
で
問
題
、
次
の

文
中
に
少
異
字
に
よ
る
誤
り
も
し
あ
ら
ば
指
摘
せ
よ
。

　

太
歳
神
南
門
ノ
番
ヲ
諸
悉

至
テ
惡

也
。
兩
角
央
（
マ
マ
）ニ

シ

テ
如
夜
叉
文

尖
ト
者
眞
直
ニ
シ
テ
次
第
小
成
ヲ
云
也
。
夜
叉

ト
者
男

神
也
。
髪
短
ク
口
廣
ヲ
云
也
。
此
諸
悉

人
家
ノ

墻
壁
一
寸
モ
有
處
ニ
ハ
居
シ
テ
人
間
ノ
作
業
等
ニ
依
テ

萬
事

障

也
。
其
障

ト
者
佛
神
ニ
富
貴
ヲ
祈
レ
ハ
貧
ニ
成
給
ト

申
、
無
病
ヲ
祈
レ
ハ
病
者
成
給
ト
申
、
何
モ
如
此
申
替
ル
ニ
依
、

不
成
就
日
ト
云
也
。
故
ニ
一
切
ノ
事
ニ
凶
之
。
是
佛
名
寸
善
尺

魔
。
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是
ヲ
晝
夜
ニ
配
當
ノ
事
、
朔
日
ノ
晝
ル
ニ
諸
悉

神
當
、
朔

日
ノ
夜
ハ
諸
災

ニ
當
、
二
日
ノ
晝
ハ
諸
悉
神
ニ
當
、
二
日

夜
ハ
諸
悩
神
、
三
日
ノ
晝
ハ
諸
首

、
三
日
ノ
夜
諸
病

ニ

當
也
。
依
テ
一
晝
四
夜
八
晝
等
ト
者
、
諸
悉

ニ
當
處
不
成
就

ト
云
也
。
何
モ
如
右
勘
テ
諸
悉

ヲ
可
簡
也
（
中
52
オ
）《
三
本

に
出
入
り
な
し
》

こ
れ
は
難
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
文
章
が
錯
綜
し
て
文
意
が
滞
る
。

Ｂ
本
・
Ｃ
本
も
こ
の
錯
綜
は
お
手
上
げ
だ
っ
た
ら
し
く
修
訂
な
し
の

フ
リ
ー
パ
ス
で
あ
る
。
こ
の
一
文
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
本
末
転

倒
、
註
解
さ
れ
る
側
の
『
簠
簋
』
本
文
の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
。

一
晝チ

ウ　

四
夜　

八
晝　

十
一
夜　

十
五
晝　

十
八
夜　

二
十
二
晝　

二
十
五
夜　

二
十
九
晝

　

右
今ノ

小
空
亡
日ト
ハ

 

者
、太
歳
南
門ノ

番バ
ン

神シ
ン
ナ
リ

也
。
爰コ
ヽ
ニ 

七
人
有　
リ

レ
之
。

所　
ル

レ
謂ハ

諸
恙ヤ
ウ
キ

、
諸
災サ
イ

、
諸
患ゲ
ン

、
諸
悩ノ
ウ

、
諸
苦ク

、
諸

病

、
諸
疾シ
ツ

等ナ
リ

 

也
。
第
一　
ノ

諸
恙

ハ

者
惡

ナ
リ

 

也
。
兩
角カ
ク
ス
ル

尖ド
ニ
シ
テ

 

如　
シ

二
夜ヤ

叉
シ
ヤ
ノ一

。
有　
テ

二
人
家
墻シ
ヤ
ウ 

壁ヘ
キ
ノ

下　
ニ

一
致イ
タ
ス二

萬
事ノ

障シ
ヤ
ウ
ゲ
ヲ

一
。
故　
ニ

尤ト
モ

厭
レ
之
　
　
ヲ

魔マ

王
者
也
。

こ
れ
が
『
簠
簋
』
巻
三
22
「
小
空
亡
日
」
の
全
文
で
あ
り
、
つ
い
で

な
が
ら
論
旨
を
か
い
摘
ま
め
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

牛
頭
天
王
の
第
一
王
子
太
歳
神
の
宮
殿
に
四
門
が
あ
り
、
南
門
は
諸

恙
鬼
、
諸
災
鬼
以
下
七
人
の
番
神
が
昼
夜
の
半
日
交
替
で
警
護
に
当

た
る
が
そ
の
一
番
手
の
諸
恙
鬼
は
人
間
界
に
下
っ
て
何
か
と
障
碍
を

与
え
た
が
る
鬼
神
、
小
空
亡
日
と
は
こ
の
諸
恙
鬼
の
勤
務
す
る
朔
日

昼
・
四
日
夜
・
八
日
昼
…
…
二
十
九
日
昼
の
こ
と
で
、
こ
の
半
日
は

万
事
が
不
成
就
の
凶
日
で
あ
る
、
と
。

こ
こ
で
少
異
字
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
も
ど
っ
て
、
そ
の
正
解
は
、

二
日
昼
の
番
神
「
諸
悉
鬼
」
の
「
悉
」
を
「
患
」
に
改
め
、
問
題
文

中
の
そ
れ
以
外
の
「
悉
」
を
こ
と
ご
と
く
「
恙
」
に
訂
す
、で
あ
る
。

他
に
も
二
日
夜
の
諸
悩
神
は
「
悩
→
苦
」
に
、
三
日
昼
の
諸
首
鬼
は

「
首
→
悩
」
に
正
す
必
要
の
あ
る
こ
と
、
四
日
昼
の
諸
疾
鬼
の
名
前

を
欠
く
こ
と
な
ど
を
言
い
添
え
た
な
ら
ば
満
点
で
あ
ろ
う
。
諸
恙
鬼

を
恐
れ
る
の
は
人
々
が
穴
居
し
て
い
た
昔
、
種
々
の
禍
疫
を
も
た
ら

し
た
ツ
ツ
ガ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
か
ら
ら
し
い
。

次
に
少
異
字
の
亜
流
変
種
と
呼
ぶ
べ
き
一
群
に
話
題
を
移
す
。
こ

の
類
も
以
下
に
示
す
よ
う
に
Ａ
本
に
数
が
多
く
、ま
た
多
様
で
あ
る
。

①
顙
拜
―
首
シ
テ
祈
念
仕
（
上
４
オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
稽
」》

ａ�

百
日
―
古
シ
テ
彼
ニ
責
入
（
上
12
ウ
）《
Ｂ
本
・
に
「
稽
」。

Ｃ
本
に
「
稽ケ
イ

」》

②�

數
日
ヲ
經
レ
ト
モ
―
シ
テ
无
咲
事
（
上
11
オ
）《
Ｂ
本
・

Ｃ
本
に
「
揔
」》

③�

始
メ
テ

時
キ
ニ
百
ノ
―
有
テ
（
上
11
オ
）《
Ｂ
本
に
「
媚
」。

Ｃ
本
に
「
媚コ
ビ

」》

④�
手
足
ノ
奉
公
者
―

 

分
可
申（
上
14
オ
）《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に「
渥
」》

⑤�

龜
負
來
ル
故
ニ
魚
養
ト
名
付
テ
能
―
也
（
上
序
３
オ
）《
Ｂ
本



― 54 ―

に
「
翰
」。
Ｃ
本
に
「
翰カ
ン

」》

⑥�

乏
弾
舌
ト
者
、 

―
ヲ
ト
リ
カ
ネ
ア
サ
マ
シ
ヤ
ト
思
召
歸
給

ヒ
膓
ヲ
立
舌
ウ
チ
シ
給
事
也
（
上
序
７
ウ
）《
Ｂ
本
に
「

・

」。
Ｃ
本
に
「
キ

・

》

⑦�

天
ヨ
リ
來
ル
ハ
ケ
物
ヲ
妭
ト
云
、地
ヨ
リ
出
ヲ

ト
云
也（
上

序
13
オ
）《
Ｂ
本
に
「

」。
Ｃ
本
に
「
ケ
ツ
」》

⑧�

五
節
等
違
則
、
三
毒
ニ
―
ル
巨
旦
カ
類
ト
思
召
疫
病
等
ヲ
與

ヘ
給
ト
云

云
（
上
序
14
ウ
）《
三
本
に
「

」》

①
は
吉
備
大
臣
が
無
事
の
帰
朝
を
長
谷
観
音
に
祈
る
場
面
、
玉
藻
の

前
退
治
の
場
面
に
も
こ
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
②
と
③
は
絶
世
の

美
女
褒
姒
の
容
貌
、
④
は
伯
道
に
入
門
す
る
に
当
た
っ
て
の
清
明
の

誓
い
。
下
学
に
「
涯
分　

ガ
イ
ブ
ン　

随
分
儀
也
」
と
し
日
葡
に

「Gaibun　

ガ
イ
ブ
ン
（
涯
分
）　

副
詞Zuibun
（
随
分
）
に
同
じ
。

注
意
深
く
。
熱
心
に
」
と
あ
る
。「

」
は
「
涯
」
の
つ
も
り
な
の

で
あ
ろ
う
。
⑤
は
父
親
の
吉
備
大
臣
を
追
っ
て
唐
か
ら
海
を
渡
っ
て

き
た
と
い
う
朝
野
魚
養
の
伝
説
、
⑥
以
下
に
つ
い
て
は
別
に
説
明
す

る
。こ

の
グ
ル
ー
プ
を
変
種
と
呼
ぶ
所
以
は
傍
線
の
文
字
が
漢
字
の
規

格
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
に
依
る
。
①
は
「
稽
」
の
少
異
字
と
思
わ

れ
る
が
パ
ー
ツ
の
「
旨
」
を
「
首
」
と
し
、
②
も
「
揔
」
の
「
匆
」

を
「
亡
」
に
作
る
が
、
こ
の
よ
う
な
字
体
を
字
書
に
捜
し
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
字
書
に
載
ら
な
い
外
字
で
は
あ
る
も
の
の
Ｂ
本
・

Ｃ
本
に
「
稽
」「
揔
」（「
惣
」
の
異
体
字
）
と
正
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
す
る
と
、
大
袈
裟
に
騒
ぐ
ほ
ど
の
変
種
で
は
な
か
っ
た
ら
し

く
、
少
異
字
の
亜
流
と
す
る
ぐ
ら
い
の
処
遇
で
充
分
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
筆
写
の
場
合
な
ら
ば
書
き
間
違
い
と
か
ス
ペ
ル
・
ミ
ス
と
し
て

扱
わ
れ
る
は
ず
の
怪
し
げ
な
文
字
に
正
確
に
対
応
す
る
活
字
を
備
え

て
い
た
Ａ
本
工
房
の
怪
し
さ
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
こ
に
引

い
た
外
字
以
外
に
も
、「
―
衣
」（
中
４
ウ
）
と
か
「
―
海
」（
中
11
ウ
）

「
―
鷹
」（
中
39
オ
）
な
ど
も
活
字
ケ
ー
ス
に
用
意
が
あ
っ
た
。

⑤
ま
で
は
Ｂ
本
・
Ｃ
本
の
訂
正
が
ほ
ぼ
的
を
射
て
い
た
が
、
⑥
～

⑧
の
三
例
に
至
っ
て
自
信
喪
失
の
雰
囲
気
が
漂
う
。
実
は
こ
の
三
例

は
『
簠
簋
抄
』
に
先
立
っ
て
『
簠
簋
』
本
文
に
、

⑥
ヤ
ド
ト
ホ 

乏シ
フ
シ
テ

弾シ
テレ
舌　
ヲ

（
巻
一
〔
牛
頭
天
王
序
〕）

⑦
有　

ン
二
何　
ノ

妖ヨ
ウ

 

ケ
ツ

一
哉ヤ

（
同
）

⑧
耽　

テ
二
三
毒ニ
一
（
同
）

と
、
同
じ
く
怪
し
げ
な
雰
囲
気
を
纏
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
。
い
ま
引

用
に
当
た
っ
て
ル
ビ
や
返
り
点
の
付
く
こ
と
を
喜
ん
で
寛
永
六
年
右

衛
門
刊
の
整
板
本
『
簠
簋
』
を
利
用
し
た
が
寛
永
四
年
刊
の
Ａ
本
と

は
年
次
的
に
倒
錯
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
よ
り
適
切
な
伝
本
に
切
り
替
え

て
み
る
。
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Ａ
本

Ｂ
本

Ｃ
本

Ｄ

Ｅ

Ｆ

⑥

キ

肩

屑

屑

⑦

ケ
ツ

⑧

耽

姺

Ｄ
は
『
簠
簋
』
の
寛
永
三
年
刊
の
古
活
字
版
、
Ｅ
は
慶
長
一
七
年
刊

の
古
活
字
版
、
Ｆ
は
慶
長
十
六
年
の
写
本
（
新
城
文
庫
蔵
）、
こ
の

三
本
を
も
っ
て
Ａ
本
刊
行
直
前
の
情
況
を
再
現
し
て
み
た
つ
も
り
で

あ
る
。
こ
の
表
を
参
考
に
し
て
こ
の
三
例
の
正
解
は
探
っ
て
み
る
と

し
よ
う
。
⑧
は
Ｄ
の
「
耽
」
が
正
解
で
あ
ろ
う
。
⑧
は
も
う
一
箇
所
、

皈
路
ノ
時
三
毒
ニ

 

―
巨
旦
ヲ
退
治
シ
給
（
上
本
15
オ
）

と
い
う
用
例
が
あ
り
、
こ
こ
も
「
耽
」
で
通
じ
る
。
⑦
は
「
天
ヨ
リ

來
ル
ハ
ケ
物
ヲ
妭
ト
云
、
地
ヨ
リ
出
ヲ

ト
云
」（
Ａ
本
）
と
い
う

文
言
か
ら
推
し
て
「

」
が
正
解
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
⑥
の
「

」

は
素
直
に
「
昵
」
の
別
字
と
受
け
取
り
、
昵
懇
の
情
に
乏
し
い
巨
旦

大
王
、
の
意
味
で
通
じ
る
よ
う
に
思
う
が
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
も
の
で

は
な
い
ら
し
く
、
右
の
引
用
の
ほ
か
に
も
『
簠
簋
』
の
室
町
ご
ろ
の

写
本
（
会
津
吉
祥
院（

注
４
））
に
「
屑
ヤ
ト
イ

乏シ
テ」、
室
町
末
ご
ろ
の
写
本
（
五
季

文
庫
Ｂ
本
）
に
「
屑ヤ

ド  

乏
ト
モ
シ
ウ
シ
テ

  

」、
天
正
八
年
写
本
（
新
城
文
庫
）

に
「
屑

ヤ
ト
ヒ 

乏
ト
モ
シ
ヽ

 

」、
袖
裡
に
「
屑
乏
ト
ハ
借
レ
宿
雇
イ
タ
ル
无
二
甲
斐
一
、

ス
ホ

く
ト
シ
テ
皈
リ
給
叓
也
」
と
あ
っ
て
絞
り
込
め
そ
う
に
な

い
。「
耽
」
か
「
姺
」
か
「

」
か
、
は
た
ま
た
ヤ
ド
か
ヤ
ト
イ
か
、

転
写
を
重
ね
る
間
に
、
復
元
が
不
可
能
な
ま
で
に
表
記
が
変
形
し
て

し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
Ａ
本
に
は
『
簠
簋
』
の
そ
ん
な
金
属
疲
労
の
よ

う
な
表
記
も
流
れ
込
ん
で
賑
や
か
し
に
一
役
か
っ
て
い
る
。

異
体
字
と
正
字
を
混
用
し
て
少
異
字
を
頻
発
し
規
格
外
の
字
形
を

許
容
す
る
Ａ
本
の
表
記
・
表
現
を
自
由
奔
放
あ
る
い
は
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
と
評
し
た
が
、少
異
字
が
外
見
の
類
似
に
基
づ
く
誤
字
で
あ
り
、

も
し
外
字
が
活
字
を
草
稿
本
の
手
書
き
文
字
の
字
形
に
合
わ
せ
よ
う

と
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
Ａ
本
の
過
誤
で
あ
り
不

備
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

こ
こ
に
明
ら
か
に
な
っ
た
Ａ
本
の
〈
欠
陥
〉
は
多
く
が
室
町
期
の

言
語
習
慣
を
背
景
に
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
、
過
誤
や
不
備
の
依
っ
て

来
る
由
縁
を
追
究
す
る
魅
力
に
抗
い
が
た
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
は
古

活
字
版
の
出
現
に
よ
っ
て
手
書
き
文
字
と
活
字
と
の
間
に
生
じ
た
軋

轢
に
触
れ
る
こ
と
な
く
済
む
問
題
で
は
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
Ｂ
本
・
Ｃ
本
が
異
体
字
や
少
異
字

を
い
か
に
処
理
し
よ
う
と
し
た
の
か
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
え
て
み
る

こ
と
に
し
た
い
。
Ａ
本
の
奔
放
で
お
お
ら
か
な
表
記
の
処
理
に
用
い

た
方
法
を
探
り
、
そ
の
顰
み
に
倣
っ
て
テ
キ
ス
ト
の
修
訂
を
試
み
て

み
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

※
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次
の
一
文
は
貧
女
の
依
頼
で
仏
像
を
修
復
し
た
箔
打
師
が
仏
弟
子

迦
葉
に
転
生
し
た
と
い
う
一
話
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

他
ノ
下
女
ノ
水
汲
ト
談
シ
テ
薄
佛

奥
ノ
故
也
（
中
31
オ
）

《
Ｂ
本
に
「
興
」。
Ｃ
本
に
「
興コ
ウ

」》

毘
婆
尸
仏
の
昔
、
路
傍
の
仏
像
の
退
廃
を
歎
い
た
箔
打
師
が
水
汲
み

の
貧
女
の
協
力
を
得
て
色
鮮
や
か
に
修
復
、
そ
の
功
徳
に
九
十
一
劫

の
の
ち
迦
葉
と
生
ま
れ
た
と
す
る
。こ
の
話
は
仏
典
に
出
自
を
持
ち
、

た
と
え
ば「
法
華
文
句
」で
は
迦
葉
に
転
生
す
る
の
は
わ
が
身
を
売
っ

て
箔
を
入
手
し
よ
う
と
し
た
水
汲
み
女
で
あ
る
。そ
れ
は
さ
て
お
き
、

右
の
一
文
の
う
ち
の
「
薄
佛

奥
」
を
Ｂ
本
は
「
薄
佛
再
興
」
に
書

き
換
え
た
。
そ
の
理
由
は
「

奥
」
は
「
再
興
」
の
誤
り
と
気
づ
い

た
か
ら
、と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
ま
ず
「
奥
」

と
い
う
表
現
に
違
和
を
感
じ
、
異
体
字
や
少
異
字
を
普
く
探
っ
て 

「

」
に
た
ど
り
着
き
、「

」
を
経
由
し
て
「
興
」
に
到
達
し
た
、

と
い
う
経
路
が
浮
か
び
出
る
。
そ
し
て
こ
の
推
測
を
天
正
節
用
の
「
再

　

サ
イ
コ
ウ
」
と
い
う
表
記
が
支
持
す
る
。「

」
は
「
興
」
の

異
体
字
な
の
で
あ
る
。

こ
の
例
に
お
い
て
訝
し
い
表
記
の
解
明
に
異
体
字
の
知
識
が
役

立
っ
た
。
次
の
例
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
す
な
わ
ち
異
体
字
媒
介
の
有
効

性
を
立
証
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
考
察
の
過
程
に
手
抜

き
が
あ
っ
て
、
九
仞
の
功
を
逸
し
て
い
る
。

天
文
博
士
が
星
辰
の
異
変
を
直
接
帝
王
に
奏
上
す
る
制
度
を
天
文

密
奏
と
い
う
が
、
そ
の
密
奏
に
関
連
し
た
一
話
で
あ
る
。

　

大
唐
モ
漢
ノ
光
武
ノ
御
世
ニ
原
子

ト
齊
ノ
文
叔
ト
古
同
學

ノ
時
知
音
兄
弟
ノ
コ
ト
シ
。
有
時
列
ノ
文
叔
ハ
帝
王
ト
成
給
。

又
原
子

ハ
渭
水
ニ
鉤
ス
ル
所
ニ
漢
ノ
光
武
ト
者
列
ノ
文
叔
カ

事
也
。
彼
漢
ノ
光
武
渭
水
ニ
御
幸
成
給
テ
原
子

ヲ
大
裏
ヘ
召

シ
ツ
レ
給
故
ニ
、其
夜
五
方
ノ
星
悉
落
星
傾
抜
ス
（
上
序
２
ウ
）

《
Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
齊
・
齊
」》

文
章
に
ギ
ク
ギ
ャ
ク
し
た
部
分
が
あ
っ
て
意
味
を
通
り
に
く
く
し
て

は
い
る
も
の
の
、
文
叔
と
名
乗
る
若
者
と
原
子

と
は
遊
学
の
苦
楽

を
共
に
し
た
仲
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
文
叔
は
皇
帝
と
な
り
、
渭
水

の
ほ
と
り
で
（
貧
相
な
身
な
り
の
）
原
子

と
再
会
、
内
裏
に
召
し

連
れ
た
そ
の
夜
に
…
…
、
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
例
は
再
度
の
お
目

見
え
で
、
前
稿
で
は
Ａ
本
が
「
原
子

」
と
誤
り
Ｂ
本
が
踏
襲
し
た

人
名
を
Ｃ
本
が
「
嚴
子
陵
」
と
正
し
た
、
そ
の
見
識
を
称
揚
す
る
た

め
の
掲
出
で
あ
っ
た
。
今
回
は
知
音
の
「
列
ノ
文
叔
」
を
問
題
と
す

る
。「
文
叔
」
は
後
漢
の
世
宗
光
武
帝
の
字
「
文
叔
」
と
し
て
問
題

な
か
ろ
う
が
、「
列
」
が
分
か
ら
な
い
。

厳
子
陵
が
参
内
し
た
夜
、星
が
運
行
を
乱
し
た
と
い
う
逸
話
は『
後

漢
書
』
隠
逸
伝
に
載
り
、
故
事
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
詩
材
と
し
て

利
用
さ
れ
た
。
中
本
大
氏（

注
５
）に

よ
れ
ば
「
子
陵
釣
台
」
の
詩
も
そ
の
一

例
と
い
う
。「
子
陵
釣
台
」
と
は
、



― 57 ―

万
事
无
心
一
釣　
ノ

竿　
　

三
公
不
レ
換
此　
ノ

江
山

平
生
恨　

ミ

識
刘
文
叔　
　

惹
二
得
虚
名　
ヲ

一
満
二
世
間　
ニ

一

と
い
う
七
言
絶
句
の
こ
と
、
い
ま
中
本
氏
に
倣
っ
て
『
連
集
良
材
』

の
板
本
か
ら
引
用
し
た
。
第
三
句
に
「
刘
文
叔
」
と
あ
る
が
、「
刘
」

は
「
劉
」
の
異
体
字
、
劉
文
叔
と
名
乗
っ
て
い
た
苦
学
生
の
こ
ろ
の

光
武
帝
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。「
劉
」
は
劉
邦
を
祖
と
す
る

漢
王
室
の
姓
で
あ
る
。
先
の
引
用
に
「
列
ノ
文
叔
」
と
と
も
に
「
齊

ノ
文
叔
」と
い
う
呼
び
名
が
登
場
す
る
が「
齊
」の
正
体
は
不
明
、「
列

ノ
文
叔
」
を
安
易
に
「
齊
ノ
文
叔
」
に
す
り
あ
わ
せ
て
「
列
」
を
抹

殺
、キ
ー
ワ
ー
ド
「
刘
」
に
連
絡
す
る
回
路
を
遮
断
し
て
し
ま
っ
た
。

類
例
を
続
け
る
。
次
は
表
記
に
不
審
を
感
じ
た
も
の
の
解
明
の
手

が
か
り
を
見
つ
け
る
能
わ
ず
、
不
本
意
な
が
ら
Ａ
本
に
従
っ
た
と
思

し
き
例
で
あ
る
。

熟
巨
ト
者
、
近
ク
ハ
於
萬
物
天
地
陰
陽
ノ
名
ヲ
付
ル
ハ
未
開
以

前
空
劫
迄
ヲ
深
ク
覙
ル
ト
云
義
也（
中
１
オ
）《
Ｂ
本
に「
熟
巨
」。

Ｃ
本
に
「
熟ツ
ラ

あく　

巨
ヲ
モ
ン
ミ
ル
ニ

  

」》

こ
れ
は
巻
二
の
発
端
で
、『
簠
簋
』
の
、

熟ツ
ラ

あく　

巨
ヲ
モ
ン
ミ
ル
ニ、

天
元　
ト

無　
ク

二
容
貌
一
地
亦　
タ

非ス
レ
有
二
形
象ザ
ウ

一
。

と
い
う
冒
頭
を
対
象
に
施
し
た
註
解
で
あ
る
。「
近
ク
ハ
於
萬
物
」

云
々
と
は
、
む
し
ろ
「
天
元ト

無ク
二
容
貌
一
」
以
下
に
相
当
す
る
内
容

で
あ
っ
て
、「
熟
巨
」
の
語
注
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。「
熟
巨
ト

者
」
と
「
近
ク
ハ
於
萬
物
」
と
の
間
に
脱
文
が
あ
る
か
。「
熟
巨
」

は
Ｃ
本
の
ル
ビ
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
ソ
モ
ソ
モ
と
か
サ
テ
モ
ソ
ノ

ノ
チ
に
類
す
る
、
い
わ
ゆ
る
発
語
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
言
い
添
え

れ
ば
『
簠
簋
』
巻
一
の
発
語
は
「
倩
以
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

天
正
・
饅
頭
・
易
林
節
用
に
「
倩　

ツ
ラ

く
」
と
し
、
易
林
節
用
に
「
以

　

オ
モ
ン
ミ
レ
ハ
」と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
表
現
に
問
題
は
な
い
。

い
っ
ぽ
う
「
熟
巨
」
は
天
正
・
饅
頭
節
用
に
「
熟　

ツ
ラ

く
」
と
あ

る
も
の
の
「
巨
」」
の
素
性
に
つ
い
て
、
は
か
ば
か
し
い
反
応
に
出

合
わ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
他
に
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
み
る
。『
簠
簋
』
巻

二
の
発
端
は
右
に
見
た
よ
う
に
「
熟ツ

ラ

あく　

巨
ヲ
モ
ン
ミ
ル
ニ

  

」
で
あ
る
が
こ
の
引

用
は
寛
永
六
年
衛
門
板
の
本
文
な
の
で
参
考
に
な
ら
な
い
。
寛
永
四

年
以
前
の
諸
本
は
い
か
に
と
中
村
璋
八
氏
『
日
本
陰
陽
書
の
研
究（

注

』６
）

所
載
の
対
校
一
覧
を
調
べ
て
み
た
が
、
こ
ん
な
些
末
な
異
同
は
採
り

あ
げ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
手
の
届
く
範
囲
の
写
本
を
当
た
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
次
の
例
が
目
に
と
ま
っ
た
。

熟ツ
ラ

あく
レ
ハ

  

天　
ン

元　
ト

無
二
容
貌
一
地
亦
非
レ
有
二
形
象
一

東
北
大
本
（
永
禄
二
写
）
で
あ
る
。
他
に
も
、

熟ツ
ラ

あく   ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ

…
…
国
会
図
書
館
新
城
文
庫
本
（
天
正
六
写
） 

熟ツ
ラ

あく   ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ

…
…
会
津
吉
祥
院
本
（
室
町
期
写
）

熟ツ
ラ

あく   ヲ
モ
ン
ミ
レ
ハ

…
…
五
季
文
庫
Ｂ
本
（
室
町
末
写
） 

な
ど
も
見
つ
か
っ
た
。
比
較
的
早
い
時
期
の
伝
本
に
用
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ（

注
７
）。

と
こ
ろ
で
「

」
と
は
何
も
の
か
。
そ
の
答
え
が
会
玉
に
あ
っ
た
。
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以　

イ　

余
止
切　

用
モ
チ
フ

也
。
又
為
也
。
ヲ
モ
ン
ミ
ル
。
古
作

（
三
６
ウ
）。

「

」
は
「
以
」
の
古
字
な
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
「

」
を
「
以
」

の
異
体
字
と
し
て
読
み
替
え
る
な
ら
ば
、「
熟
巨
」
は
〈
誤
表
記 

→ 

異
体
字 

→ 

正
字
〉
と
い
う
回
路
に
そ
の
ま
ま
乗
る
。

　
　
　
　
　
　

※

Ａ
本
は
『
簠
簋
抄
』
の
現
存
最
古
の
伝
本
で
あ
る
が
室
町
期
の
日

常
的
な
表
現
の
名
残
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
ら
し
く
、
異
体
字
と
正

字
の
混
用
や
少
異
字
に
基
づ
く
表
記
の
乱
れ
な
ど
が
目
立
つ
。
本
稿

は
そ
の
実
体
を
紹
介
し
検
討
を
加
え
て
み
た
。
こ
の
先
さ
ら
に
〈
乱

れ
〉
の
依
っ
て
来
た
る
由
縁
を
検
討
し
て
「
失
敗
の
本
質
」
を
糺
す

べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
が
、『
簠
簋
』
自
体
の
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー

ク
が
充
分
で
な
い
原
状
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
近
世
文
学
研
究
の
徒
の

任
に
耐
え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

そ
の
代
り
と
し
て
、
Ｂ
本
に
よ
る
Ａ
本
の
誤
訂
に
注
目
し
て
こ
の

方
法
を
分
析
し
た
結
果
、
誤
表
記
の
解
明
に
、
外
形
の
類
似
す
る
表

現
の
探
索
範
囲
の
内
に
正
字
だ
け
で
な
く
異
体
字
を
も
加
え
、

誤
表
記

―
異
体
字

―
正
字

と
い
う
回
路
の
利
用
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
こ
の
方
法
を
利
用
し

て
Ｂ
本
の
見
落
し
を
補
う
試
み
を
行
っ
て
み
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
Ｂ
本
に
よ
る
修
訂
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に

よ
り
『
簠
簋
抄
』
本
文
の
、
更
な
る
浄
化
が
期
待
で
き
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

注（
１
）	「
簠
簋
抄
を
修
訂
す
る
」（「
實
踐
國
文
學
」
九
八　

二
〇
二
〇
・ 

一
〇
）

（
２
）	

第
一
冊
第
七
丁
ウ
ラ
面
を
意
味
す
る
。
な
お
Ａ
本
の
構
成
は
次
の

ご
と
し
。
漢
数
字
は
丁
付
で
、
飛
び
丁
が
中
冊
巻
第
二
と
下
冊
巻

第
五
（
文
珠
曜
宿
経
）
と
に
あ
る
。

　
　
　
　

上
冊　

〔
由
来
〕　�

一
～
十
六

　
　
　
　
　
　
　

〔
牛
頭
天
王
序
〕　　

�

　

序
一
～
序
十
四

　
　
　
　
　
　
　

巻
第
一　
　

�

　

本
十
五
～
本
二
十

　
　
　
　

中
冊　

巻
第
二�

一
～
六
・
七
八
・
九
～
二
十
一

　
　
　
　
　
　
　

巻
第
三　

�

　

廾
二
～
五
十
二

　
　
　
　

下
冊　

造
屋
篇　
　

�

一
～
八

　
　
　
　
　
　
　

文
珠
曜
宿
経�

　

九
～
十
八
・
十
九
二
十
・
廾
一

　
　
　
　
　
　
　

五
帝
龍
王
戦
之
事　

�

　

廾
二
～
二
十
四

（
３
）	四
角
で
囲
っ
た
参
考
文
献
に
つ
い
て
こ
こ
に
一
括
し
て
説
明
す
る
。

運
歩　

運
歩
色
葉
（
安
田
章
氏
『
天
正
七
年
本
運
歩
色
葉
』
昭

和
五
二　

臨
川
書
店
）

易
林
節
用　

易
林
本
節
用
集
（
中
田
祝
夫
氏
『
古
本
節
用
集
六
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種
研
究
並
び
に
總
合
索
引
』
昭
和
四
三　

風
間
書
院
））

下
学　

下
学
集
（
山
田
忠
雄
氏
『
元
和
七
年
板
下
學
集
』
昭
和

四
三　

新
生
社
）

黒
本
節
用　

黒
本
本
節
用
集
（
中
田
祝
夫
氏
『
古
本
節
用
集
六

種
研
究
並
び
に
總
合
索
引
』）

天
正
節
用　

天
正
本
節
用
集
（
豊
島
正
之
氏
『
天
正
一
八
年
本

節
用
集
』
二
〇
一
五　

勉
誠
出
版
）

饅
頭
節
用　

饅
頭
屋
本
節
用
集
（
中
田
祝
夫
氏
『
古
本
節
用
集

六
種
研
究
並
び
に
總
合
索
引
』）

日
葡　

日
葡
辞
書
（
土
井
忠
生
氏
ほ
か
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』

一
九
八
〇　

岩
波
書
店
）

	

な
お
会
玉
と
袖
裡
に
つ
い
て
は
前
稿
末
に
説
明
し
た
。

（
４
）	

久
野
俊
彦
・
小
池
淳
一
氏
『
簠
簋
傳
・
陰
陽
雑
書
抜
書
』（
二
〇
一
〇　

岩
田
書
院
）
に
影
印
所
収
。

（
５
）	中
本
大
氏「
聯
珠
詩
格
は『
新
選
集
』の
典
拠
か

―
『
連
集
良
材
』

所
収
、載
復
古
「
子
陵
釣
台
」
詩
を
発
端
に

―
」（「
立
命
館
文
学
」

二
〇
一
三
・
六
）

（
６
）	中
村
璋
八
氏
『
日
本
陰
陽
道
書
の
研
究
』（
昭
和
六
〇　

汲
古
書

院
）。「
簠
簋
」
の
主
要
伝
本
の
校
異
が
あ
る
。

（
７
）	

念
の
た
め
に
他
本
は
以
下
の
ご
と
し
。

	

　

�

倩
以　

�

慶
長
七
写
本
（
龍
門
）・
慶
長
一
六
写
本
（
国
会
新
城
）・

陽
憲
本
（
天
理
）

	

　

�

夫
以　

�

天
正
六
写
本 

（
天
理
）・
続
類
従
原
本
（
書
陵
部
）・
五

季
文
庫
Ａ
本

な
お
前
稿
49
ペ
ー
ジ
上
段
９
～
12
行
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

　
　
「
乞
」	

ⅰ
類　
〔
ａ
１
〕〔
ｂ
３
〕〔
ｂ
５
〕

		


ⅱ
類　
〔
ａ
２
〕〔
ｂ
４
〕

		


ⅲ
類　
〔
ａ
３
〕〔
ｂ
１
〕〔
ｂ
６
〕〔
ｂ
７
〕〔
ｂ
８
〕

		


ⅳ
類　
〔
ｂ
２
〕

同
じ
く
52
ペ
ー
ジ
下
段
１
行
目
の
「
己
・
己
」
を
「
己
・
巳
」
に
、54
ペ
ー

ジ
下
段
20
行
目
の
「
一
二
オ
」
を
「
一
二
ウ
」
に
訂
正
す
る
。

（
わ
た
な
べ　

も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）


